
漢字指導の改善研究報告
～漢字が読めれば学びが変わる～

東近江市教育委員会学校教育課 学力向上支援員 上野 芳樹

【漢字音読名人（小3年）】



◎どの子も意欲的に取り組み、無理なく漢字を習得できる

指導法を研究開発する。

1 研究のねらい



2 研究の動機

●文章が読めない子どもたち

・全国学力学習状況調査結果低迷の背景…… 問題文が読み取れない

・発達障害・学習習慣未形成のために、
読み書きの力が弱い子どもたち……

「学び」そのものから落ちこぼれていく



●なぜ文章が読めないのか？

漢字（熟語）が読めない。意味が取れない。

■玉緒小の読書活動から

絵本から読み物(文字)への渡りのところで脱落

【図書の総貸出数】

平成20年度 約３，５００冊

平成21年度 １０，７１３冊

平成22年度 １５，６８２冊

平成23年度文部科学大臣表彰受賞

にもかかわらず……



仮説①

「読み書き同時進行」より「読み優先」学習の方が

学びやすいのではないか。

３ 研究の仮説



仮説の根拠① 「発達障害児が書き言葉を習得した道筋」

小学校1年で全くひらがなが理解できなかったＡ君

◎「漢字の表意性」に着目

①漢字を読む・漢字を使った文作り

②漢字を書く

小学校６年で教育漢字を全て習得した

今、５カ国語を話し、国連事務局に勤務

【母親がマンツーマンで指導】



仮説の根拠② 「江戸時代の寺子屋教育」

江戸時代の幕末期においては、武士はほぼ100％読み書きができたという。庶民層でも男子

で49～54％は読み書きができた。同時代のイギリスでは下層庶民の場合、ロンドンでも字が

読める子供は10％に満たなかった。─ (石川英輔『雑学「大江戸庶民事情」』講談社文庫)

京都に近く、通商、交通の要所 (近江商人の本拠 )であった滋賀県の読み書き能力が最も

高い。男子はほぼ90％、女子でもほぼ半数が読み書きができるとされている。

(斉藤泰雄（国立教育政策研究所）論文より)



寺子屋図 （渡辺崋山 筆）
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仮説②

上学年の漢字もルビ付きで表記すれば難易度は変わらず、

漢字の習得が自然な形で進むのではないか。

・そのことで読みの難易度は変わらない。むしろ、より文章が読みやすく

なるのではないか。

・上学年の漢字も下学年から目に触れさせてていくことで、漢字の「読み」

「形」「意味」が自然と学べていくのではないか。

はつ明 発明
はつ



仮説②の補足

①漢字の扱い

読みの指導では、これまでどおり学年別漢字配当表に配当されている漢字を当該学年で指導

することとするが、上の学年に配当されている漢字や学年別漢字配当表以外の常用漢字につ

いても、必要に応じて振り仮名を用いるなどして児童が読む機会を多く持つようにする。

□新学習指導要領国語科解説（案）

振り仮名付きの漢字の提示を増やし、漢字を読む機会を多くもつようにすることにより、児童の

語句の読みと意味理解を一層高めることが期待される。

文科相初等中等教育局 特別支援教育課 特別支援教育調査官
田中 裕一氏の講演資料より



実証実践１

「6年生までに習う漢字は全て表記。未習の漢字にはルビを打つ。」

3年国語教材 「人をつつむ形」での試行実践

湖東第一小学校・湖東第二小学校・玉緒小学校

H27年度3学期

３ 研究仮説の実証実践

子どもたちはどう受け止めるだろうか？
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子どもたちへのアンケート結果





こうした結果から、研究仮説についての確かな手応えを感じたのだが、

「教科書教材の改変は特別なニーズのある児童に限る」という制約があると知り、

別の方策を考えることとなった。



◎「めざせ！漢字音読名人」

実証実践②

■研究協力校（学級）

玉緒小学校 八日市南小学校

湖東第三小学校

八日市西小学校

蒲生北小学校箕作小学校

能登川西小学校 能登川北小学校 計 ８校



「め
ざ
せ
！
漢
字
音
読
名
人
」

※

当
該
学
年
ま
で
の
漢
字
は
太
字
傍
線
で
表
示

上
学
年
の
漢
字
も
表
記
。

・音
読
し
て
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
漢
字
の
ル
ビ
を
塗
り
つ
ぶ
す
。

・太
字
傍
線
の
漢
字
が
全
部
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ら…

…

■
朝
自
習
な
ど
の
短
時
間
を
使
っ
て
音
読
練
習

【３年生の「漢字音読名人」の例】



・全
部
読
め
た
ら
合
格
。
次
に
進
む
。

※

当
該
学
年
ま
で
の
漢
字
の
ル
ビ
は
消
し
て
あ
る





■取組結果

9月から取組を始めて2ヶ月後、10月末時点でのアンケート結果



・ふりがながついているから漢字音読がすきになった。

・書くのと読むのはちがう。

・漢字がどんどんなれてきたから。いろいろ漢字を見て勉強したから。練習したから。

・ならっていないよみかたもよめるようになったから

・だんだんむずかしくなってきて楽しいから。むずかしいけどすきになれたから。

・前はひらがなで書いた方がかんたんだからひらがなでかいてたけど、音読名人をやってから、

かん字でかくようになったから。

□「前より好きになった」理由



☆特別な支援を必要とする子どもたちも意欲的に取り組めた

・発達障害で読み書き・計算に苦しんでいた5年生のＡさん。

漢字音読名人の２年版から取り組ませたところ、見違えるような学習意欲を見せるようになった。

夏休みの宿題にもそれを選び、「がんばってるよ。」と担任に伝えているとのこと。

◎低位・外国籍の子も意欲的に取り組めた

◎就学相談にかかるレベルにあった子も漢字音読名人は意欲的に取り組めた。

◎読みに課題のある児童が、みんなと同じ教科書で読めるようになってきた。



・漢字音読名人の取組との関係は不明だが、子どもたちの漢字を書く力は高まった。
（Ａ小2年）

・漢字の読み練習との関連は不明だが、学期末の50問テストの成績が１学期より上がっている。
(D小３年)

○漢字を使うようになった
・毎日の日記や行事の作文を書くときに音読名人に出てきた漢字を使っている。

（Ｂ小２年）

■漢字の習得状況(書き)の変化





「漢字音読名人」の取組によって学習意欲が向上し、

漢字の習得も進んでいる。

「漢字の読み優先」指導は有効だと言える
のではないか。

■漢字指導改善研究の結果から言えること



漢字の習得が進めば、文章を読み下す力も育ち、

情報収集力（活用力）が高められるのではないか。

■漢字の読み優先指導のもう一つの展望



○漢字音読名人に取り組むようになってから、図書室へ行く頻度が増えて、楽しみ

ながら分厚い本を読む子が増えた。

■子どもたちの読書力・情報収集力はどう変容したか？

○子どもの生活の中に「読む」活動が増えたことで、読むことへの抵抗が少なくなってきている。

総合的な学習や社会科の学習で図書室へ調べに行っても、今までは難しい文章 だとすぐあき

らめていたのが、じっくり文章と向き合う子どもの姿が多く見られた。文脈の中で意味を考えたり

捉えたりしようとする子も見られるようになってきた。

組織的実践によって、子どもたちの学びの姿が
大きく変容することが期待される



漢字が読める

情報を取り込める

文章が読める



最後に

先行き不透明な時代を切り開いていくための学力を
身につけさせる

新学習指導要領改訂の根幹にある考え

活 用 力

読む力（情報を得る力）



４ 「読み優先」漢字指導の多様な展開

(1)「漢字音読名人」

(2) 子どもたちが作る「漢字音読名人」

(3) 漢字ドリルを使った読み先行学習



(4) 「お話音読名人」 ・漢字ルビ付き表記の短編音読テキスト



(5) 「漢字カルタ」



(７) パワーポイントをつかったフラッシュカード

【玉緒小3年 h23年度】

02_PPT_oku.mpg


■「江戸時代の教育」で欧米の技術を取り込んだ
明治時代の若者たち

田辺朔郎
（1861～1944）

22歳で琵琶湖疏水建設を手がける
日本最初の灌漑用動力揚水建設（明治４２年）

（豊郷町石畑）

区長 村岸峰吉 ２７歳


